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l仙毎分360m”の乗洋一の

高速エレベータ製作を開始

日立製作所でほ,毎分360mという東汗一のスピードを持つ超高

層用高速エレーベータ2台を東京の副都心新宿に建築中の"京三Eプ

ラザホテル”から受注,巷帥三を開始した｡

このエレベータは,高さ170m,地上47階の同ホテルの展望回廊

サービス用として受注したものであるれ 日立製作所では,このほ

かホテル乗客用に毎分150mエレベータ5f㌻も受注,同時に製作を

始めた｡

360mの高速ユレベーータは,霞が関ビルをほじめ,最近稼動を開

始した世界貿易センタービルに納入Lた細分300mエレベータの実

続を基礎に,日立製作所水戸工場エレベータ研究塔での各種実験,

研究によって開発されたものである｡

このエレベータは,23人乗りで,1階から47階の展望回廊まで

わずか34秒で直行するが,このエレベータを富士Ilけこつけたとすれ

ば,10分30秒で山頂まで登れることになる｡これはジャンボジェ

ット枚が離陸から富士山項の高さまで上昇するのとほぼ同じ時間で

ある｡この高性能は,能率のすぐれた小形モータや,理想的なステ

ップレス制御方式(円滑高速運転)など,ICによるエレクトロニク

ス技術の集横によって達成されたものである｡

また万一エレベータが途中で停止した場合,隣接のエレベータが

正確な位置でドッキングする"自動救U_～方式”(特許出原頁中)を初

めて才宋用している｡

担11 世界長高の高さ90mのエレベータ第2研究塔

■高耐湿表面安定化処≡哩法を開発

-レジンモールド形電力用シリコン素子に適用一

日立製作所目立研究所では,シリカ(二酸化ケイ素)と酸化タンタ

ルの二重被持莫を用いてすぐれた耐湿性をもつ新しい表面安定化処理

法を開発し,このほど日立製作所日立工場においてレジンモールド

形電力用シリコン素子の量産化に成功した｡

家電品,自動車用部品および軽工業用などに用いられる電力用

のシリコン素子(1～20Aクラスのダイオード,サイリスタ)は,

最近需要が急激に増大している｡これらの素子は,量産性向上の点

から,従来の金属パッケージをとりのぞいたレジンモールド形にか

わってきているが,洗濯楼,自動車,自動販売機などのようiこ,戸

外,あるいは水分の多い場所で使用される場合が多いため,高度の

耐湿性が要求される｡ところが,レジンは本邦的に透湿性なので,

素子の信顕度を向上させる方法とLては,シリコンの三縄jに耐湿性

がすぐれ,かつ安定な被膜をつけることが必要である｡

従来からよく用いられていたシリカ系の被膜はいずれも吸湿性を

もっており,耐湿性の点ではじゅうぷんなものが得られていなかっ

た｡今回開発した方法では,耐水性,耐薬品性,ち密性にすぐれた

酸化タンタル被膜を用いることによって素子の耐湿性を飛躍的に向
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岡2 レジンモールド形サイリスク

上させると同時に,動作時の素子特性の安定性も維持することがて

き,これによりきわめて信転変の高いレジンモールド形電力用素ナ

の量産化に成功したものである｡

おもな特長ほ次のとおりである｡

(1)すぐれた耐湿性:相対湿蛙95%-の高湿ふんい気中に放

置して耐湿テストを行なうと,従来のシリカ系被膜による安定化

法を適用Lた場合には,約2,000時間で半数以上の素子が劣化す

るが,本法でほ全く特性の変化がみられず,また,レジンモーノし

ドなしの裸の素子の高温加速寿命試験でも劣化がなく,従来法に

比べて格段とすぐれた結果が確認された｡

(2〕広い適用範囲‥ 本法の処理温度は適用する素子に応じ

て300～900℃範囲を嵐ミニことができ,300℃でも従来の方法に比

べそん巴のない安定性が維持される｡従来法では少なくとも700

榊3 自動車ダイオードスタッグ

℃程蛙の温度が必要であり,そのためあらかじめ電極を備えたよ

うな素子には適欄が不可能であったが,本法でほこれが可能にな

り,過剛言抑附こ大幅に拡大Lた.｡

(3)耐圧の向上‥ 従来,プレーナ形の素子では,高温酸

化シリカ被膜7州れ､らメtているが,この場合の素子の定格耐圧ほ,

約200Vが限度であるれ本法を適用すると,耐湿性とともに耐

圧が向-LL･400Vの素f･も製作可能となる｡これは,下地被膜

(シリカ)形成前後の特別な処理によって,耐圧を低下させる原因

になっている表何電荷J〕影響を減少させたためであるこ.

なお,本法は高温酸化シリカ,およぴリンガラス処理による安定

化法を全く用いていないので,フェアチャイルド社,IBMの特許と

の関連がなく,独白の表面安定化処理法として,素子のレジンモー

′レド化に対する強力な武一器になるものと考えられる.⊃

■松原ダムの自動制御装置納入

日立製作所でほ,娃設約ゝら受注した筑後川松原ダム(大分県口

悶耶大山町)の日動制御装置を完成,このほど九州地方埴設局へ納

入したご

本装置は,昨年奉納人し′た上流6kmの‾F答=(しもうけ)ダム(熊

本県阿蘇郡小同町)の装置と組見合わせて,下笠,松原両ダムの定

水位,定掟鼠 比率放流など各種の制御を行なうわが国で初めての

複数ダムのオンライン制御装置である.｡

本装置の機器構成ほ,両ダムともダムサイトにダム管理盤,ダム表

示髄などのダム制御装置がある｡また松原ダムのダムサイトにほ,制

御用コンピュータHIDIC-100が設置されており,これか‾F杢ダム

の制御装置ともラインで紙よれ,両ダムの水位,流量などを監視コン

90

トロールするとともこ,データをプリンタで記録,日報を作製する｡

本装置の完成により､ダム監視員の大幅な省力化が可能となると

ともに増水,はんらんなどi･こよる災害防止に威力を発揮するものと

期待されているこ′

本装置の特長は∴主′)松原ダムで統括制御しているので,水系の総

合的運営により,水幣原の所用と,より効果的な治水が可能である｡

且制御部ならびに加減算回路は長寿命,高信板度のシりコンダイオ

ード,ワイヤスプリングリレーで構成,復雑な流量等の計算ほ制御

用コンピュータHIDIC-100でテナない,ダム制御に要求される高い信

頼性を持たせている｡(こ劃コンピュータを二つのダムで共用Lている

ので経済的である｡④装置の■+三装に際してほ,ユニットブロック方

式■を採用Lて,ほかのダムにも適用できる√

■
′
叫

㌧轟

4何

削悶ほ欄瀾瀾瀾題

i二l勅 制 御装 置
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■45年度日立空調横器新製品

計1ンニ製作所でほ,空調業界の活発な需要に対処すべく45年変販売

新製品をパッケージ形エーテナーニてンディショナー,チラーユニット･フ

アンコイルユニット,クーりノダタワーの各機種にごわいて開発したニ

1.小形パッケージ形エ7-コンディショナー

新築される建物にほ,冷暖痍設備が不可欠なものになっているカ'▲

特に小形冷暖房機の需要が急激に高まっている｡これほ,マンショ

ン,ホテル,病院,事務所など1室当たりの床面積が比較的小さい種

物が増加L-ているためと考えられる亡｡このような状況卜‾において･

今年度は従来より販売している,たて形のRP-207,RP-307に恥L▼

新たにモデルチェンジしたRP--159,RP-209と新製L冒■RP-309の供

形を加えシリーズ化を完成するとともに小形機種の充し夫を｢ズトーた･二･

2.大容量パッケージ形エアーコンディショナー

郡市の地価ほ非常な勢いで値上F)を続けており･そのた〟)建物は

高層化の傾向があり,床面積はいうまでもなく大井を低くLて- で

きる限り建物の有効利用を1ヌト)ている｡

これらの目的にかなうよう,製品の高さや据付面積をてきるたけ

小さくしたのが,ワンユニ､ソト式大容量パッケージである= これは･

デパート,スーパーマーケット ビル,+‾二場の空調などに幅広く利

用できる｡

3.空冷式一体形エアーコンディショナー

乍冷式一体形エアーコンディショナーは在来の空冷式れ コンテ

ンサ(凝縮器)を分離していたものを一体化し,コンパクトなキャビ

ネット冷房装置をすべて内蔵させたものである･｡

本機は据付場所を庭先,屋上,屋根裏あるいほ壁と.どのような場

所にも設置でき,冷媒配管工事,冷却水配管‾_L事が全く不安である･‥･

室内の空気の循環は,ダクトを施工して行なうので宅内のスべ一

i

図5 小形パッケージ形エフ'--コンテイショ十一

RP-309

凶6 大容品/くソナージ形エフ■-ニコンティショナー

RP-6009D

スをとらず,騒音か低いので住も事務所,店舗などに王設適である二

4.小形空冷式チラーユニット

最近のセントラルヒーティソグの急速な需要の増大に伴い,必然

図7 小形空冷式チラーユニット

RCU202A RCU302A

担18 ′ト形空冷式チラーユニット
RCU502A RCU752A

一事■

国9 フアンコイ′ンユニット 床置形

l当110 フ7ンコイ′Lユニット 昧荘埠込形
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的に冷房関係における家庭用水冷却装置としてチラーユニットが急

速に伸びる可能性を呈してきた｡このような状況に対処するために,

日立製作所でほ家庭用の小形空冷式チラーユニットを開発し,昭和

45年度より発売することになった｡

5･フアンコイルユニット

温水ボイラおよびチラーユニットとの組合せにより冷暖房を行な

う場合の熱交換器にファンコイルユニットが多く使用されており,

ファンコイルユニットは冷暖房をする部屋に設置するた桝こ据付面

積をなるべく少なくすることが要求される｡この要求により日立製

作所でほ奥行を従来品に比べ,約20%小さくした薄形ファンコイル

ユニットを昭和45年度より発売することになった｡

5.低騒音クーリングタワー

最近,都市における騒音が問題となっているが,これに関連して

空調機関係の市街地における騒音も非常に重要視されている｡この

ような状況にしたがって,日立製作所では55ホンという低騒音クー

リングタワーを2機種発売することになった｡

図11低騒音クーリングタワー

■規格形エレベータ"日立ビルエース”シリーズ完成

-わが国初の機械室ユニット化に成功一

日立製作所では,ビル時代と住まいの高層化に対処して"エレベ

ータの総規格化”を目標に開発を進めてきたが,このほど新い､規

格形エレベータ,日立ビルエース･D(8機種),日立ビルエース.R

(6機種)を完成,既発売のA形(26枚種)と合わせて,日立ビルエ

ース40椀種が勢ぞろいL,ほとんどのビル需要に応じられる態勢カ;

できた｡

初めて中高速用の規格形として開発された日立ビルエース.Dの

速度は,毎分90～105m,定員は最高15人で,このクラスのエレベ

ータとしてほ,速度,定員とも最高のものである(従来の機種でほ,

速度は60m,定員ほ11人が限度であった)｡

図12 日立ビルエース･D

92

さらにこのシリーズのかご内天井の照明には"スター”と名付け

られたスポットが使われ,また玄関に相当する1階の三方枠(わく)

iこはステンレスの大枠,鋼板塗装上梓パネル付きとするなど,デザ

インは豪華で,ホテル,レジャービルなどにも歓迎されると思う｡

日立ビルエース･Rほわが国ではじめての,検械室のユニット化

に成功Lたので,出入口,およびかご部分も含め,オールー体搬入

によって工期は半減され,建築現場での省力化に大きく貢献できる｡

このシリーズほ住宅用として設計されたものであるが,9人乗りで

ほ,ピアノ･ダブルベッドなどの大形家具の運搬も楽にできる｡

以上のように"日立ビルエース”の完成により,アパート,マン

ショソをはじめ,中層ビルに至るまで,高性能の規格形エレベータ

を短期日で経済的に納入できる｡

図13 日立ビルエース･R

｢l
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固 日立205形炎光光度計新発売
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l日立全自動食器洗い機l‾大容量形+新発売

口立製作所では,多人数の家族,従業員のいる商店など10～12

人分の食器が一度に洗える,わが国初の火葬量タイプの食器洗い機

(KF-7000形)を4月から発売した｡

｢†立製rF所ほ,昭和43咋4月に本格的全自動食器洗い機を発売

以来,据付け形だけではなく,新築･台所改築の場合には流し台や

調理台にも組み込めるビルトインタイプ,狭t･､場所でもじゃまにな

らないよう使用後には別の場所へ移動できるキャスター付きなど家

事合理化の線にそった電化製品として好評を博してきた｡

このように日立製作所ほ,ユーザーのさまざまな使用状況に応じ

られる機種を発売しているが,深刻な人手不足の折から従業員のい

る商店,看護婦のいる医院など一度にたくさんの食器が洗える大容

量のものをとの要望にこたえ,このたび大容量形を発売L,機種の

充実を阿った｡

また,KF-7000形は,大容量タイプとして一般家庭はもちろん

寮,下宿,食堂などで半業務用としで使用できるほか,コップ,ど

んぶり,さらなど一種頬を多く洗いたい希望に応じるため,おのお

の中用のかご(別売)も発売したので,業務用としても幅広い要求

にこたえらオLるもげ)である｡
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図16 口立全自動食器洗い音詩大帝封搾KF--7000

･…‥編集後記……

電力系統の故障計算にディジタル計算機が用いられるようになっ

てから,すでに10年程度が経過している｡ディジタル計許機が用い

られることにより,過去に使用されていた交流計罪盤では困難であ

った複雑な故障および担J銘柄の計顎が容易になり,計詐粍度もはる
かに向上してきた｡

引き続き,幾多の研究が重ねられてきたが,｢電力系統各種故障時

の計算法とその応用+では,ディジタル計許椀を用いた電力系統の
故障計算プログラムについて,計算力式の概要とその応用例につい

て述べている｡

◎

従来の圧延機では,圧延機ほ常に圧延ロールiこ接触した状態で比

延されるが,プラネタリミルでは大径のバックアップロールのまわ

りに多数の小径ワークロールを取り付け,バックアップを駆動する

ことによって,個々のワーークロールにより少しずつ作延されるもの

である｡

｢捌百プラネタリ比延設鵬+では,本設備の概要を詳述している

が,高性能･大圧下率をもつ本設備の完成ほ,まさに日立圧延機技

術陣の水準を示Lたものと言えよう｡

◎

科学技術の進歩右こ伴･つて,斯い､加工法のひとつに"電解研削

法”が登場Lてきた｡

1‾塩解脚卵｢別法+でほ,グラファイト電極を切削する場合の総形

バイトの悸耗･切削加担よび各種材料･形状加工時の加工特性など

について述べている｡

この電解成形研削法は,開発後,数印しか経過していないにもか

かわらず急速に発展しており,次の技術論文が待たれる｡

◎

本号でほ,純焦の郡〔ナ上,特集が掲載できず読者諸氏のご要望に

そえなかったことを,衷心よりおわびゆしあげる｡

なお,と R
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